

































































































































平八年二月十日」の日付と、 「執筆」として「遣唐大使中納言従三位兼行左大弁春宮大夫式部大輔侍従菅原朝臣」の署名が記載されており、その後に後人の書き足しという体裁で「菅右丞相入此山而曰……」と、道真が長谷寺に大鳥居を立てた説話が付載され 。 『長谷寺縁起文』についで注目されよう。
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これらと後世の道真偽作 長谷寺縁起類とを考え併せると、孝標女の時代の長谷寺、道真間のつながりがより想起されうると推察される。それは、いわゆる同体説のような明確な教義というより、孝標女や周辺の菅原氏等が抱いていた、 ゆるやかな神仏信仰の連続性のようなものであったかとも考えられる 実際、 『更級』には先述した長谷寺、 稲荷、天照信仰のゆ やかなつながりが確認できる。　
次節ではまとめとして、天神信仰が広まっていた当時において、孝標女が父祖道真をどのように意識していたのか、




































 引用は、 『更級日記』は「新編日本古典文学全集」に、歌集は『新編国歌大観』に、 『三宝絵』は「新日本古典文学大系」に、 『菅家文草』 『菅家後集』は「日本古典文学大系」に、 『北野天満自在天神宮創建山城国葛野郡上林郷縁起』（ 『北野天神御伝
幷
御詫宣等』所収） 『菅家御伝記』 『安楽寺別当次第』は「神道大系」に、 『北野天神縁起』は「日





一九九一年四月） 。田中喜美春「招誘歌の深滞」 （ 『国語と国文学』第七七巻第一〇号、二〇〇〇年一〇月） 。張陵「 『更級日記』と漢文学についての一試論―景物描写を中心に―」 （ 『国語国文 九 七号、二〇一 年七月） 、元吉進「更級日記と上総国笠森観音」 （ 『学苑』第九〇三号、二〇一六年一月） 。
（２）
 池田利夫「菅原孝標像の再検討―更級日記との関連に於て―」 （ 『国語と 学』第五五巻第七 一九七八 七月） 、松本寧至「菅原孝標は同行しなかった 『扶桑略記』竜門寺参詣記事新解―」 （ 『古代文化』第三 巻第四号、一九 九年四月） 。
（３）
 ちなみに、日記中に頻出する寺社 登場回数は、長谷寺、広隆 （太秦）がともに三回であり、関寺、清水寺、石山寺が二回である。
（４）
 福家俊幸「 『更級 』の初瀬詣で考―御禊の に出立した意味」 （ 『中古文学論攷』第一一号、一九 〇年 二月） 、久下裕利「迷走する孝標女―石山詣から初瀬詣へ― 福家俊幸・久下裕利編『王朝女流日記を考える―追憶の風景』武蔵野書院、二〇一一年）
（５）
 松本寧至「母一尺の鏡を鋳させて―『更級日記』と長谷寺信仰―」 （ 『国学院雑誌』第八〇巻第四号、 九七九年四月） 、
―53―
小内一明「 「あまてる御神をねむしませ」の夢―更級日記解釈私見―」 （ 『群馬県立女子大学国文学研究』第二号、一九八二年三月） 。
（６）




 與喜天満神社についての先行研究は多くないが、例えば岩城隆利「長谷寺と与喜天 社と連歌 （ 『大和文化研究』第五巻二号、一九六〇年二月） 、横田隆志「 『長谷寺験記』から見えるもの―与喜天神縁起を中心に―」 （ 『日本文学』第五四巻第四号、二〇〇五年四月）等がある。
（９）
 竪田修「寺院縁起の研究」 （ 『日本古代信仰と仏教』法蔵館、 一 ）等。
（
10）





















 例えば、託宣によって道真に官位が追贈される際、菅原幹正は勅使に任じられ（ 『小右記』正暦四年（九九三）六月二五日条） 、後日藤原道兼の見た夢告を聞いた際には「甚だ恐ろしい。感慨無量であり、道真が太政大臣の地位を欲することは私が思った通りであり神異を知った」と う旨を語っている（ 『小右記』同年閏一〇月六日条） 。また、近くは父孝標が竜門寺の門に書かれた道真の「神筆」に仮名文を添え書きして不評を買っており（ 『扶桑略記』治安三年（一〇二三）一〇月一九 ２）両論文に詳しく論じられている。
（
18）
 石川徹「夜半の寝覚は孝標女の作と思う」 （ 『王朝小説論』新典社、一九九二年） 。
〈付
 記〉本稿は早稲田大学国文学会秋季大会（二〇一三年一一月二九日、於早稲田大学）での口頭発表をもとにまとめたものです。発表及び成稿に際して、御意見・御教示を頂いた方々に厚く御礼申し上げます。
